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○参考 発表論文等の書き方 

＜発表論文等の数について＞ 主要なものを4つまで記載する 

・発表論文等が１つの場合は、「発表論文等：」の後、番号を付けずに、コロンに続けて記載する。 

発表論文等：佐藤ら（20○○）○○○○学雑誌、60:50-60 

・発表論文等が２つ以上の場合は、「発表論文等：」の後、改行し、番号を付けて記載する。番号、括

弧は全角とする。 

発表論文等： 

１）佐藤ら（20○○）土肥誌、60:50-60 

２）Yamamoto H. et al.（20○○）J. xxx. xxx. 15:120-125 

３）農研機構（20○○)「○○○○○○○○○○○○○○○○○○○マニュアル」

http:/www.naro.affrc.go.jp/xxxx/xxxx（20○○年 5 月公開予定） 

 

１）英語論文 

・著者名␣(西暦)␣誌名略称␣巻数:開始ページ-終了ページ 

括弧、スペース（␣）ピリオド、コロン、ハイフンは半角とする。最後にピリオドを付けない。 

・著者名する 

日本人の場合 名字␣名前の大文字イニシャル.（ピリオド） 

・著者が二人の場合は著者名を「and」でつなぎ、三人以上の場合は筆頭著者の後に「et al．」と記

載。 

・オンライン版は DOI の間違いがないかよく確認する。 

発表論文等： 

１）Satoh T. and Ito S. (20○○) J. Kikou Sci. 22:56-61 

２）Takahashi H. et al. (20○○ J. Kikou Res. 53:125-132 

３）Nishio M. and Satoh M. (20○○) PLoS ONE 9:e85792 

doi:10.1371/journal.pone. 0085792 

・巻数、ページが決定していない場合 

１）Satoh T. and Ito S. (20○○) J. Kikou Sci. 印刷中 

 

２）和文論文 

・著者名（西暦）誌名略称、巻数:開始ページ-終了ページ 

括弧は全角、コロン、ハイフンは半角とする。最後にピリオドを付けない。 

・著者名 
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漢字表記ができる人の場合 「名字（漢字）」 

漢字表記ができない人の場合 「名字（カタカナ）」 

・著者が二人の場合は著者名を「、」（読点・全角）でつなぎ、三人以上の場合は筆頭著者の後を

「ら」で記載する。 

発表論文等： 

１）佐藤、高橋（20○○）土肥誌、50:20-25 

２）岩淵ら（20○○）日作紀、82:135-140 

・巻数、ページが決定していない場合 

１）佐藤、高橋（20○○）土肥誌、印刷中 

 

３）図書 

・著者名（西暦）章の見出し「書名」pp.開始ページ-終了ページ、発行所、発行地 

・著者が二人の場合は著者名を「、」（読点・全角）でつなぎ、三人以上の場合は筆頭著者の後を

「ら」で記載する。 

・編集者名は不要である。 

発表論文等： 

１）永田、西川（20○○）遺伝暗号を読み解く「たんぱく質の一生：生命活動の舞台裏」pp.35-56、

岩波書店、東京 

２）松森ら（20○○）地理情報システムを用いた窒素負荷予測モデル「続・環境負荷を予測する」

pp.60–79、博友社、東京 

 

４）特許 

・著者名「特許名」特許番号（公開日または出願日） 

特許名は省略しない。日付は西暦で記載する。 

・著者が二人の場合は著者名を「、」（読点・全角）で繋ぎ、三人以上の場合は筆頭著者の後を「ら」

で記載する。 

・特許が公開されている場合は、公開情報のみ記載する（出願の内容は不要）。 

・特許出願の場合、特許名や番号は記載しない。 

発表論文等： 

１）北川ら「穿孔成形作業機および穿孔成形方法」特許第 6021072 号（20○○年 10 月 14 日） 

２）佐藤、山本「効率的研究推進方法」特開 2013-123456（20○○年 10 月 12 日） 

３）伊藤、特願 （20○○年 5 月 15 日） 

 

５）品種 
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・著者名「品種名」登録番号（登録日または出願公表日） 

日付は西暦で記載する。 

・著者が二人の場合は著者名を「、」（読点・全角）で繋ぎ、三人以上の場合は筆頭著者の後を「ら」

で記載する。 

発表論文等： 

１）伊藤、高田「○○○○」品種登録第 12345 号（20○○年○月○日） 

２）佐藤ら「○○○○」品種登録出願公表第 12345 号（20○○年○月○日） 

 

6）SOP及びマニュアル 

・著者名（西暦）「マニュアル名」URL（発行年月日や掲載日） 

日付は西暦で記載する。 

・全ての著作者が農研機構にマニュアルの利用許諾を行っているか、または、農研機構が著作権を有

する場合は、著者名を「農研機構」で統一する。SOP については、著者名を「農研機構」とする。 

・著者が二人の場合は著者名を「、」（読点・全角）で繋ぎ、三人以上の場合は筆頭著者の後を「ら」

をする記載。ただし、著者名については、全てのマニュアル執筆者の承諾を得ていることを条件と

する。 

・URL が決定していない場合は、各研究所のマニュアル一覧ページの URL を記載する。SOP につい

ては、

https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/index.html 

を記載する。 

・掲載日が決定していない場合は、予定を記載し、予定年月の後に「公開予定」と追記する。 

発表論文等： 

１）農研機構（20○○）「インド型水稲品種「北陸 193 号」多収栽培の手引き(新潟以南版)」

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-

pamph/131494.html (20○○年○月○日) 

２）農研機構（20○○）「○○○○○○○○○○○○○○○○○○マニュアル」

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/index.html 

 (202○年 5 月公開予定) 

3) 農研機構（20○〇）「○○○○標準作業手順書」

https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/index.html

（202○〇年〇月公開） 

  

7）その他 

・職務作成プログラム 

＊この部分農研機構職員のみ関係

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/131494.html%20(20
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/131494.html%20(20
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/index.html（202
https://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/laboratory/naro/sop/index.html（202
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１）内田ら（20○○）職務作成プログラム「インフルエンザウイルス亜型自動判定ソフトウェア」、機

構-J04 

 

・データベース 

１）農研機構（20○○）「嗜好性情報データベース」https://www.fruit-taste.info（20○○年 2 月 7

日） 

 

・ウェブページ、動画 

１）農研機構（20○○）「経済波及効果・環境影響評価ツール」http://kinohyoka.jp（20○○年 4 月

12 日） 

２）農研機構（20○○）「急傾斜草地の作業を無線操作で安全に」

https://www.youtube.com/watch?v=GeIXqj-5wPk（20○○年 3 月 20 日） 




